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身近な地形を科学する研究者たち

 

Researchers working on the science of landforms
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　山地や平野，海岸など，地表面にある起伏の形態を「地形」と呼びます。地形の形成メカニズムや形成史

（地形がなぜ作られ，どのような過程で変化していくのか）を解明する学問が地形学です。私たち日本地形学

連合（JGU）は，地形に関心を寄せる科学者・技術者などからなる団体で，地形学の進歩に向け，活発な研

究・議論を重ねています。本発表では，国内外で活躍する地形学者の日常の仕事や，進路選択のきっかけにつ

いて紹介します。 

　地形は人間の活動の舞台であり，とても身近な存在です。私たちの生活と地形学との接点とは何が考えられ

るでしょうか。地形を理解することは，例えば，そこで起こり得る自然災害の危険性を考える上で大変重要で

す。山地が多い日本では，大都市の多くは河川の作用により作られた平野に立地しています。平野は水害を受

けやすい場所であり，水害による浸水リスクを考えたり，ハザードマップを作成したりする際には，その場所

の地形の成り立ちや形態的特徴を理解する必要があります。これらを明らかにするために，地形学では

フィールドワークや観測，実験，GISを用いた解析など，様々な方法を用いて研究を進めています。 

　大学で地形学を学べる学部・学科は，文系・理系の両方に存在します。地形を調べる上で，地質学や水文

学，生態学，考古学といった周辺学問領域の知識や手法を学んだり，協働で研究をおこなったりすることがあ

ります。地形学出身者は教員や研究者，公務員（例えば防災やまちづくり），民間企業（例えば観光業や不動

産，資源開発）の多岐に渡る分野で活躍しています。地形学に関心がある方はぜひ当日質問して下さい。
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